


小児科クリニックを取り巻く経営環境は大きく変化しています。

年少人口の減少により、地域全体の患者数は縮小傾向にあります。 

また、新規開業の増加に加え、大手医療機関の参入も進み、特に小児科では競争が一段と激しくなっています。

さらに、感染症の流行状況もコロナ禍以降、過去と同じ傾向ではなく冬なのに感染症が落ち着いているという状況も起こりました。

人件費や様々な経費の高騰により、これまでと同じ人員体制・運営体制のままでは、収益性を維持することが難しくなりつつあります。

このように小児科クリニックを取り巻く経営環境は厳しさを増す一方ですが策が無いわけではありません。

少子化を食い止めるためにも、子供ならず親御様の心も支える小児科は本当に必要な存在です。

1院でも多く、安定した経営状態で、患者様、親御様のために存続し続けてほしいと思っています。 

本セミナーでお伝えするのは、閑散期でも集患が望める、

感染症以外の疾患の集患やオペレーションDXを活用した省人化・効率化といった内容です。

患者様に適切な情報発信をすることで、これまで来ていなかった患者様を増やすことは可能です。

医療機関側で当たり前のことでも、患者様には当たり前に思えていないことがまだ多くあり、

さらにはAIによって誤った情報が多い中で、間違った認識をしていることも往々にしてあります。


